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十八世紀ドイツの通俗劇に描かれる異邦人像
一アウグスト・フォン・コッツェブーを中心にして一
佐藤研一
はじめに
十八世紀ヨーロッパは、キャプテン・クック (1728-79)らの太平洋探検によってテラ・イン
コグニタも消滅し、世界が球体としてひとつに結ぼれる。この近世から近代への転形期に、 ドイ
ツ文学は、非ヨーロッパとの遭遇の衝撃を赤裸々に伝える舞台となった。
当代ドイツ随一の人気劇作家といえば、アウグスト・フォン・コッツェブー (1761-1819) であるん
かれは、天下の耳目を奪う事件を素材にして、トルコからインドや南太平洋や中南米までを舞台
に数多くの劇作品を書き上げた。本稿は、そのなかから、植民地問題にじかに触れる『イギリス
のインド人j Die lndianer in England (1789 初演、 1790 刊)、『ラベルーズj La Peyrouse (1796 初演、
1798 刊)、および『黒人奴隷j Die Negersclaven (1794 初演、 1796 刊)をとりあげ、まず、イン
ド人や南太平洋島民やジャマイカ黒人の描写にみられる特徴を浮き彫りにする。ついで、それを
通して、ドイツ文学に潜むヨーロッパの自己省察の可能性を探ろう、と思うのである。
そのうえで、非ヨーロッパに対するドイツ人一般の姿勢も見定めて、劇作(文学)と観客(読
者)の関係を考えるー契機としたい。というのも、通俗劇作家コッツェブーの作品は、感傷的言
動を駆使し、知的好奇心もほどよく満たす結果、当代の観客の趣味をよく伝えるものとなってい
るからである o
なお、この論考は、レッシング(1729-81)が切り聞き、ゲーテ (1749-1832) やJ.M.R. レンツ
(1751-92) が踏み固めたドイツ近代劇の道程を一一非ヨーロッパ像を切り口にして一一解き明か
す考察のための前段階に位置づけられる。
第一章 喜劇『イギリスのインド人』にみるインド人像
当代ヨーロッパの関心をヲ|いたものに、イギリス東インド会社によるインド征服戦争がある。
そのひとつが、ハイダル・アリー(1722-82) 率いる南インドのイスラーム藩王国マイソールと
の戦争、すなわち、二回に亙るマイソール戦争 (1767-69， 1780-84) である。三幕もの喜劇「イ
ギリスのインド人』は、当戦争を背景に据えて、イギリス港町の家族と間借り人のインド人父娘
の聞にくり広げられる四つの結婚騒動をおもしろおかしく描く。『人間嫌いと後悔j Menschenhaﾟ 
und Reue (1788 初演、 1790 刊)につく\コッツェブーの人気作品である
第一節 イギリス人の描かれ方
破産した貿易商サー-ジョン・スミスは、痛風を患って車椅子生活を送る。騒慢なガミガミ女
房の尻に敷かれる点は、家長の戯画といえよう。他方、夫人は、 ドイツ系貴族の血統を誇る、信
心家である。フランス語を交え、仰々しい口調で話す姿は、形式張った貴族の戯画であろう。間
借り人のインド娘グルリは、気取屋の夫人を閉笑する。「はつはつは 1 おばかなおばちゃま!
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パヤデー
あの仕草さや科をつくる様子ったら。まるでインドの踊り子のように恥知らずねJ 4 と。さて、
夫人は、最愛の長男、関税監視官サミュエルがグルリに熱を上げているのを知ると、世の中で大
切なのは「家柄と金J (138) であると諭してから、いう。
モンフィス デゾノリーレ
なにいってるの、若君、家名を汚すのはごめんこうむるわ。どこの馬の骨とも知れない
小娘なんでいや、インド女の異教徒、小生意気で気まぐれ娘なんていやよ。それに、あ
の父親ときたら、面白くもない堅物の猿。誰ひとり、その氏素性も分からない。ひょっ
としたら一文無しだわ。 (140)
この口ぶりからも、夫人は、「異教徒」というよりも、むしろ「家柄と金」の方を気にしてい
ることが分かる。サー・ジョン・スミスの方は、「あの小娘の団子鼻にはみとれちまう。天真:欄
漫ぶりにもうっとりするな」といって、つづける。「そんなもの[家柄]は、どうでもいいことさ。
あの娘は丸々と健康に生れ落ちた。五体満足にな。たとい十六代前まで貴族であっても、くる病
の猫背娘ならば、これこそ、出が悪いということさ。J (138[.) ともあれ夫妻とも、とくにインド
人に民族的偏見を抱くわけではなさそうである。もっとも、「異教徒J の習俗等には、いかなる
関心も示さず、東洋圏の文化に思考をめぐらすわけではないのだが。
当のサミュエルは、グルリから「おばかさんj と呼ばれ笑われる。「あんたったら、いつだ、って、
まるでベンガル地方の幸福を自分が一身に背負っているような顔つきをしたり、水溜りを越える
ときも、まるでガンジス川を目の前にしたような仕草をしたりするんだもんJ (141)と。かれは
自分を「理性的J (144， 164， 166) と称するが、実は、些事に拘泥し、金銭欲に駆られ、勿体ぶっ
ているにすぎない。インド娘は、その似非理性を榔捻するのである。
他方、「病気の老人の唯一の慰めJ (131) 、サミユエルの妹リデイは、夜なべして小遣いを稼ぎ、
父親に煙草や黒ビールを買う心優しい娘である。だから、グルリの父親、カーベルダルに求婚され、
かれが「誠実j であるうえに、裕福であることも知れば、破産した親を助けるため、恋を諦めよ
う、とさえ思う。かの女は独白する。ファーツィア(後出)との当てにならない恋に耽るのは、「人
生の旅路で、羅針盤と蝶々を取り替えるようなもの」、「いつだって、娘が犯す最大の過ちのひと
つは初恋だわJ (163) と。いかにも「お涙頂戴喜劇J 5 らしく、親孝行と恋慕の板ばさみの健気
な孝行娘に、観客が涙を押しぬぐう場面である。
つぎは、リディとカーベルダルの「宗教問答」。
リディ (目を伏せて。問)あなた様は、キリスト教徒ではございませんの?
カーベルダル (面食らって。間)天国への道はただひとつ。美徳の道だけです。
リデイ その道は、キリスト教会によって導かれるのですわ。
カーベルダル バラモンは、パゴダ[寺院]によって導かれる、と申します。たといど
うあれ、あなたとご一緒ならば、わたしは、美徳の道から離れはしませんとも。 (160)
カーベルダルは、こういって答えを打ち切る。かれは、宗教を美徳へと転位させて、どんな宗
教も許容するという。これは、キリスト教を相対視する啓蒙された立場であるリデイは、こ
の一言で説得されたとは思えないが、宗教について、これ以上問うことはない。
サミユエルもまた、カーベルダルに尋ねる。「わたしども[サミユエルとグルリ]の結婚から
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生まれる果実は、どのような宗教によって教育したらよいのでしょうか」と。啓蒙されたカーベ
ルダルの答えは、「誠実な人間になるように教育することです。他のことは、なんでも好きにな
さるがいい。J (186) 
奇妙なのは、イギリス人兄妹はともに、インド人と結婚しようというのに、ヒンズー教について、
「異教」とキリスト教の相違について、あるいはインドの慣習について、踏み込んで問いかけたり、
思い煩ったりする様子をみせないことである。この点は、スミス夫妻がインド人に示す無頓着な
態度にも通じよう。ともあれ、これでは、両文明聞に深刻な葛藤も起きるはずもない。
第二節 インド人の描かれ方
カーベルダルは、リデイに求婚の際、自分が追放された「マイソール国王J (160) であること
を打ち明ける。 16 歳で王位を継ぐも、政争のために王座を追われ、何人もの妻や息子らも殺害
され 7、数年前、イギリスに亡命したという。
財産家のかれは、金遣いが鷹揚で、、ロンドンの破産寸前の商社に大金 1 千ポンドを貸し出した
り、喜捨をして「聖人J と呼ばれたりする (145)。スミス夫人らと対眠的に、文明の悪徳に染ま
らない「高貴な野蛮人」なのである。サミュエルに向かつて、部下がカーベルダルの行状を報告
する。「かれは、ベテレ 8 を噛みます一一雌牛を畏れ敬っています 9。家畜どもが、町から牧草地
へ追われるたびに、深くお辞儀をするといった按配一一毎日、入浴をしております 10。新月か満
月となるたびに、喜捨をします。」すると、サミュエルは瑚笑っていう。「おれが奴の娘婿になっ
てみろよ、そんな愚行の霧も、理性の太陽を前にすれば、消え去っちまうだろうさ J (146) と。
サミュエルは、インドの慣習を理解しようとするどころか、「理性」の名の下、一万で切り捨てる。
ところで、カーベルダルは、唯一の生き残りの忠義な老側近にいう。
当時[マイソール国王の折]、フランス人やイギリス人が、みどもと友好関係や同盟を
求めてきたとき、みどもは幸福だったというのか? 意思に反して、連中のくだらぬ反
目に巻き込まれたとき?中略)ヨーロッパ人やインド人が、わが栄華を誇る国を荒廃
させ、聖なるパゴダを汚したとき? (150) 
この台詞に通じる記述を、同時代のオランダ人旅行家ハーフナー(1754・ 1809) の旅行記にも
見い出すことができる。かれは、イギリスによるインドの植民地化を糾弾して記す。「彼ら[イ
ギリス人]はあまりにも癒しがたく深い傷をインド人に負わせてしまったのだ。イギリス人とい
う名前は憎悪され呪誼され、憎しみの感情を消し去る事はできないだろう。J 1 
統治者としての苦い体験を背負うカーベルダルはつづける。
平和と安らぎが、マイソール国王の勲章を彩ることはなかった。神々からラージャ[イ
ンドの世襲王侯]には授けられない宝石なのだ。みどもは、汝らの助言に耳を傾けよう、
羨ましくもなかった中産階層の甘美なる喜びよ。喜んで、、汝らの方へ降りてゆく一一い
や、上ってゆくのだ! みどもは老い、活力を失ったろうか? もはや息子が、来るべ
き日の喜びが、授からないだろうか?中略)左様、女を要るのだ。(中略)謀反を企
てる何万もの奴隷どもが這い上がって目指す王冠なぞ投げ捨て、何百もの穏やかなヨー
ロッパ人を平安に統治した方が、どんなによいだろうか。 (150王)
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そして、リデイへの慕情を情熱的に告白する。「リデイよ一一(感極まって)あの人の眼差しは、
ヴィシュヌ[インド三主神のなかの維持の神]の楽園の魂も仰ぐ日の光。女神サラスワディ[学
識の神]の柔和な知恵がその唇に漂う」、「ああ、マンマデイン[愛欲の神カーマ]、愛欲の神よ!
汝も忍び寄るがよい! J (151) 
カーベルダルは、リデイを相手に、マイソール国王時代の一夫多妻制を釈明する。「ヨーロツ
パ人の尺度で、わたしを判断しないでください。妻たちといっても、その気になれば、いつでも
追い出すことのできる女奴隷なのですから。J (161) こうして、かれは、機会があるたびに、ヨー
ロッパとは違うものの見方を説き、ヨーロッパを相対化してみせる。
これにつづくのが、親子再会の感動的場面である。リデイの兄、船長のロパートが、東西イン
ド航海から帰国する。その連れのファーツイア(前出)こそ、政争に巻き込まれ死んだはずのカー
ベルダルの息子であった。インド海岸でロパートにより救出され、友人として、ともにスミス家
を訪問したのは、カーベルダル父娘の間借り生活の何年も前のこと。さて、カーベルダルも、息
子とリデイが初恋同士と知れば、むろん身をヲ|く。こうして、孝行娘の心の葛藤も解決をみるの
である 12 カーベルダルはまた、グルリの結婚の際も、娘の意思を尊重し、父親の権威を振り回
すことはない。身を以って、家父長制社会秩序を批判するのである。ヨーロッパで、父親の婚姻
同意権が未成年の子の場合に限定されるのは、フランス革命憲法 (1791)を待たねばならない点
を考えれば 13、この斬新さも分かろう。
ところで、リデイの友人でもあるグルリは、滑稽なほどのおぼこ娘である。本能的欲求に駆ら
れでも、性の意味はまるで理解していない。だから、リデイや父親の老側近と結婚したいなどと
いい出したり、リディから離れたくない一心で、サミユエルの求婚に応じたりする始末である。
ところが、ロパートを一目みるいなや、「あたしと結婚して! あんたのこと、あたしの鶏鵡や
描より、もっと愛してあげるから。あたしの猫のように撫でてあげる。あたしの賜鵡のように餌
をあげるわJ (195) とのぼせあがる。この率直な物言いが、スミス夫人やサミユエルの気取った
態度を愚弄するときも発揮されるのは、すでにみたとおりである。そもそも始終、飛び跳ねるグ
ルリの軽やかな身のこなしには 14、はち切れんばかりの原初的生命力がみてとれる。ルソー的自
然人に相通じよう。
ロパートは、この蓮っ葉な口を利く「自然児J (191) を評していう。「あの娘の日には、魂が
宿っている。その目には、嘘がない。かの女はあけすけにものをいい、その言葉は混じり気のな
い熟成葡萄酒だ。ココヤシの実の汁のように甘いJ (197) と。そもそもかれは、仁愛の心の持ち
主であり、グルリ同様、相手の社会的地位や年齢を付度せず、誰彼構わず対等の二人称呼称 "du “で
呼びかける 15 この点に、ヨーロッパ文明の儀礼的規範に対する批判を読みとることができょう。
以上の通り、カーベルダルもグルリも文明に毒されてはいない。しかも、前者は、エキゾチッ
クな風貌の持ち主ながら、さながら啓蒙されたヨーロッパ人のようである。極論すれば、「異人
に変装した、根からの真人間J 16 なのである。
第三節 インド人とイギリス人
当喜劇の主人公は、マイソール固から追放された亡命インド人のヒンズー教徒である。コッ
ツェブーは、インド人親子を異国情緒たっぷり描くに当たって、おそらくリンスホーテンの『東
方案内記Jl Itinerario, voyage ofle Schipvaert (1596) やベルニエの『ムガル帝国誌』陥'yages de Fr. 
Bernier: Contenant la description des éωts du Grand 駒gol (1699) などのインド旅行記を参考にし
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たにちがいない。
前節でみたように、インド人は、機知に富む台詞を吐きながら、ヨーロッパ文明に巣食う金銭
欲や形式主義を郁捻したり、キリスト教を相対視したり、家父長制的原理を批判したりする。文
字通りの「高貴な野蛮人J の役どころである。もっともレンツの喜劇「新メノーツァ j Der neue 
Menoza (1 774) のように、 ドイツで「高貴な野蛮人」が一世を風廃したのは、 1770 年代である。
『イギリスのインド人J 刊行の 90 年代初頭には、もはや新鮮味があろうはずもない。
他方、イギリス人は、ヒンズー教徒を結婚相手にしようというのに、「世界を股に掛けJ (132) 、
異国の現実を体得したロパートは別としても、リデイであれサミユエルであれ、宗教的・慣習的・
民族的相違について、じっくりと思考をめぐらすことはない。スミス夫妻に至っては、カーベル
ダルやグルリは、単なる変わり者の間借り人以上の存在ではない。このようなわけであるから、
スミス家の人々は、ヨーロッパとは異質の東洋固からの到来者と向かいあっても、深刻な文化的
摩擦や衝突を起こすことはないのである。
したがって、『イギリスのインド人』は、いかにも観客の歓心を得ょうとするように、時代遅
れの「高貴な野蛮人」の口を通して、もの分かりのよい丈明批判の台詞を随所に入れるが、言いつ
放しでおわる。そもそもヨーロッパの方には、非ヨーロッパと触れて、己自身を省みようとする
姿勢がうかがわれないからである。つまり、言い古されたヨーロッパの病巣が示されるものの、
これは、啓蒙のポーズの表れ以上ではないとみなすのが正しい。また、前述のように、カーベル
ダルは、インドにおけるイギリス植民地統治の暴挙を弾劾する。しかし、フランス革命勃発とい
う時代ながら、このインド人の撃ち込む攻撃の矢は、イギリス人の胸に突き刺さることはない。
こうしてコッツェブーは、ヨーロッパに巣食う社会的・政治的問題を、せいぜ、い背景画として
舞台奥にみせるだけで、二組の若者の結婚一一それによって、スミス家の経済問題も解決 17ーー
の大団円に向かい、ヨーロッパの自己省察の契機は潰されることとなる。
つぎは、ファーツイアによる、イギリスの植民地ジャマイカの砂糖大農園で働く黒人奴隷の思
い出である。
苛酷な運命を背負いながら、どうしてそんなに穏やかに微笑んでいられるのかね、とぼ
くらが黒人奴隷にたずねると、かれは、数百歩向こうの薮を指し示した。そこでは、黒
人女性が、乳飲み子を胸に抱きながら、三人の半ば裸の幼児らとすわっていた。かれが
そこを指差したとき、いかにも心から満ち足りた様子だ、ったのだ一一いや、このような
微笑みが、王の顔にも浮かぶことはけっしであるまい。 (199王)
ジャマイカの大農園については、第三章でも触れるが、この西インド諸島の描写は、まさしく
東インドを映し出す鏡ではないだろうか。ここでは、カーベルダルにより暴露された植民地の社
会的理不尽が示されることはない。否、植民地制度が根本から問われるどころか、それとは正反
対に、芝居がかった感傷的言葉によって、植民地の牧歌的世界が浮き彫りにされる。極論すれば、
これこそ、『イギリスのインド人』のみるエキゾチックな束インド像にほかなるまい。要するに、
コッツェブーは、世間の耳目を引くインド植民地問題を書き割りに用いて、異国情緒を醸し出す。
そして、月並みな啓蒙のポーズによって、適度に知的興味を煽り立て、軽妙な台詞で笑わせ泣か
せ、人畜無害なハッピーエンドで喜ばせる。その一方、当代ヨーロッパを攻撃の標的にするよう
な政治的問題には立ち入らず、無難な描写に終始して、観客を安堵させるのである。文学作品と
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してはまことに物足りないが、ここに、芝居の成功の秘訣がみてとれよう。次章では、舞台が太
平洋の孤島に移って、最後には植民地問題にも触れることとなる。
第二章 『ラベルーズJ にみる太平洋島民像
二幕ものの劇『ラベルーズj 18 は題材として、震天動地の事件、クックと同世代の太平洋探検
家ラベルーズ (1741-88) 19 の失綜 (1788 年)をとりあげるが、時好に投じた変形謹「ロピンソ
ンものJ 20 の流れも汲む。その大筋をいえば、南太平洋で難破したラベルーズが「高貴な野蛮人」
の女性に救われ、一人息子カールも得て、無人島で平和裡に暮らす。だが、祖国の妻と息子が捜
索隊と登場すると、ふたりの妻が夫をめぐって、お涙頂戴的場面を連ねたあげく、島に残って妖
しげな「無垢の楽園」の植民地を築くといって幕が下りる。以下、ふたりの妻による「夫の取り
あい合戦」、「献身的愛の売りこみ合戦J、「夫の譲りあい合戦」、「女同士の許しあい合戦」の諸場
面の台調に注目して、島の女の描かれ方をみてみよう。
第一節 島民の描かれ方
時は、難破事件から八年目の 1796年。鳥の女マルヴィーナは、親兄弟との縁まで、切って、ラベルー
ズに無私の愛を捧げ、一人息子も一緒に、三人家族の孤島暮らしを楽しんでいる。だが、ラベルー
ズの妻子同行の捜索隊が到着すれば、この牧歌的世界にも亀裂が走ることになるのである。
まず、ラベルーズが妻アデライーデと再会、抱擁して台詞を交わす。「こんなことが! これ
ほど愛してくれるとは! JI ここまで、わたしがしないとでも? JIお前のきゃしゃな体つきで一一」
「愛が強くしてくれるもの。J I内気なくせして一一J I愛が勇気を授けてくれるもの。J (298) こ
の調子で、簡潔な、口あたりのよい台詞のかけあいの妙を披露しながら、巧みに物語りが展開し
てゆく。つぎは、ふたりの妻による「夫の取りあい合戦」の場面。
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アデライーデ わたしたちの幹は、[教会婚によって]神様が神聖にしてくださったわ。ふ
たりの心は、愛がひとつに結んでくれる。そして、自然が、この粋をいっそう固めてく
れたのよ。ハインリヒ! お父様の膝を抱き締めて差しあげて。お母様を追い出さない
で、とお願いなさい。
ハインリヒ (父親を愛撫しながら。)お母様を悲しませるようなことはなさらないで。ぼく、
もう[未聞人姿の]お父様を怖がりはしませんから。
マルヴィーナ この子があの女の息子なの? ああ! あたしにだ、って、伴が! カール!
カール! どこにいるの?走り去る。)
(中略)
マルヴィーナ (子供ともどる。)さあ、お前、ひざまずくんだよ! そしてお願いをしてご
らん! お願いを!
カール なにをお願いしたらいいの?
マルヴイーナ 父さんがお前の母さんを捨てないようにとね。
カール そんなことをするもんか。(娼びるように。)ねえ、父さん、そんなことはしないよね。
ハインリヒ お母様は、お父様をとても長いことお探しになりました。
カール 母さんには、父さんがとても大切なんだ。
ハインリヒ お母様は、お父様のせいで、どんなに泣いておいでた、ったか。
十八世紀ドイツの通俗劇に描かれる異邦人像
カール ほら、母さん、泣いてるよ。 (310)
妻がふたりとも、わが子を使って、夫の気を引こうとするのは、さすがに興ざめである。だが、
甘美な常套句の氾濫はとどまるところを知らない。
ハインリヒ お兄様お姉様が、よろしくと申しておりました。そして、早く帰ってくださる
ようにと。
カール (お願いして)ぼくらを置いて行かないで! 父さんの古里はどこなの?
マルヴィーナ 海のず、っと向こう。行ったら、もう会えゃしないんだよ!
カール なぜ会えないの? ぼくらを連れて行ってくれるさ。
ラベルーズ この子の口を借りて、天使が話したのだね。そうとも、マルヴイーナ、一緒に
おいで、!
マルヴィーナ 妻として、あんたの行くところならどこへでも。 (310f.)
とまれ、三角関係の袋小路に追い詰められたあげくの果て、マルヴイーナは、ひとつの提案を
する。
マルヴイーナ ああ、むずかしいわ、大切な恋人をほかの女と分ちあうなんて一一大波めが
けて飛び込む方がずっと楽だったーーだけど一一恋しい人の心が静まるというならば
一一(彼女はアデライーデに手を差し出す)ねえ、一緒に暮らしましょ。
ラベルーズ お前を踊すような卑怯な真似はできない。ヨーロッパでは、お前は、ぼくの妻
にはなれないのだよ。
マルヴィーナ なれないって? どうして?
ラベルーズ 法律のせいだ一一
マルヴイーナ あんたゃあたしの心に法を授けたのは誰、神様と愛じゃなかったかしら?
一一一ヨーロッパじゃ、あんたの妻になれないって? じゃ、あたしは何になるの? あ
んたの下女? あんたの女房の下女?
アデライーデ わたしの女友達よ一一一
マルヴイーナ あんたは、幸福が潰された女友達をみたいのかしら。日中はあたしの涙をみ
て、夜はあたしがむせび泣くのを聞きたいの?一一ーだ、ったら、ここに残ってO ここでは、
自然こそが法よ。ここなら、あたしたちふたりとも、あの人を恋人と呼べる。ここなら、
あんたのために喜んで働くわ。あんたがあの人に抱かれたって、焼餅なんか焼かずにみ
ていられるもの。
ラベルーズ そうだ、かの女は慰めの言葉を口にしてくれた。この無人の岸辺なら、弱い心
も不快感を覚えず、満ち足りることができる。わが胸の名誉欲の炎も、とっくに消えう
せたのだ。(中略)自分の愛するものを小さな空間に押しこめられる者は、幸いなり 1
わが猫の額ほどの土地から、頭上の星のように、縁遠くなった外の世界を満足げに眺め
られる者は幸いなり! ここは、手を伸ばしさえすれば、愛する者に触れられる。だか
ら、アデライーデ、ここに残ろう。(後略)
マルヴイーナ そうよ、ここに残りましょ (311)
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「高貴な野蛮人」が、「自然こそが法J といい、「娘ふたりに婿ひとり」の提案をする。この考
えは、タヒチの楽園において肉欲の潔白を擁護する、デイドロ (1713-84) の『ブーガンヴイル
航海記補遺.1 Suppl駑ent au voyage de Bougainville (1772 作、 1796 刊)に通底しよう。そこでは、ヨー
ロッパの一夫一婦制や「教会婚j に真正面から背いて、「自然の声」や「自然が恵んでくれる純
粋な本能J 21 を打ち出すからである。それでは、ラベルーズは、大洋の「自然」と祖国の「法律J
の葛藤に苦しみ悶えるというのであろうか。ところが、さにあらず、いとも容易に「慰めの言葉」
に同意してしまうのだから、驚かされる。他方、これにひきつづき、アデライーデは、その反キ
リスト教的世界に馴染めず、妻をひとり選ぶように、と夫に迫る。
ついでにいえば、「娘ふたりに婿ひとり」のモチーフ 22 は、すでに若きゲーテが『シュテラj
Stella. Ein Schauspielβr Liebende. ( 1 77 6) でもとりあげたが、姦通や重婚に通じて、市民的規範
に抵触するため、ハンブルクなどでは上演禁止となった 23
これにつづくのが、「献身的愛の売りこみ合戦」である。
アデライーデ老いて弱ったお母様を、あなたのために固に残してきたのよ。別れ際に流し
た涙をご覧になったのなら。
マルヴイーナ もう忘れたの、あたしたち、洞窟のなかに潜んで、いたら、老いた父さんが頭
上であたしの名を呼んだ。「マルヴィーナ! J って一一一あまりに情がこもって、おどお
どしていたので、父さんの芦を聞くまいと耳をふさいだわ。
ラベルーズ ああ! ぼくは、ただの人間なのに!
アデライーデ何千四も死に刃向かったのも、あなたをみつけるためだ、ったわ。野蛮人から
加えられる危害も、押し寄せる荒波も、異郷で襲われる病気も、あなたの貞淑な妻の勇
気を挫きはしなかったものO
マルヴイーナ 荒れ狂う波に飛び込んだのも、あんたを救うため! 岩礁にぶつかつて、あ
たしの手足は打ち砕かれたけれど。兄さんたちの手から、ナイフをもぎ取ったわ。鞘か
ら抜かれ、今にもあなたを刺し殺すところだ、ったのよ。 (312f. ) 
ここまでくると、「高貴な野蛮人」の無私の愛までが、偽善的にみえてきそうである。この直後、
ふたりの妻の間で揺れ動くラベルーズは白刃を企てるが、女たちから押しとどめられ、局面が一
転して、「夫の譲りあい合戦」となる。
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マルヴイーナ (ラベルーズの手からナイフをもぎ取り、投げ捨てる。)悪い人! あたした
ち皆をいっぺんに殺すつもり?
アデライーデ (おどおどとふるえながら。)元気をお出しになって!一一愛すればこそ、あ
なたが救われて欲しいから あなたを諦めますわ。
マルヴィーナ あの人と行けばいい。子供は祖父のところに連れてゆく。あんたが生きてさ
えいれば一一あたしのことを思い出してくれるなら。
アデライーデ あの方のところにいてあげてちょうだい。でも、子供たちが、[フランスに
帰国した]わたしめがけて、海辺を躍り上がるように駆け寄って来たら、せめて大声で
いわせてくださいな。お父様は生きていらっしゃるわ、あなたたちの幸福を願っておい
でよ、と。
十八世紀ドイツの通俗劇に描かれる異邦人像
マルヴィーナ あの人と行って。あんたの耳元にあの人の悲嘆の声が残らないように。
アデライーデ あの方のところにいてあげてちょうだい。あの方の悲しい涙のせいで、あな
たの心が痛まぬように。 (313王)
その後、両者がまたなじりあうものの、アデライーデが、誤って毒果実を食べようとすれば、
マルヴィーナに押しとどめられる。そして、今度は、「女同士の許しあい合戦J。
アデライーデ (前略) (両腕を広げて、立ち上がろうとするが、弱弱しくすわりこむ。)わ
たしの胸に飛び込んでいらっしゃい!
マルヴイーナ (かの女に抱かれる。)もうあたしが憎くないの?
アデライーデ憎いのは自分だわ一一わたしの命は、あなたの思い通りだ、ったのよ一一手を
下さなくてもよかった一一一黙っているだけでよかったのよ。一一一ああ、だのに、あなたっ
たら! わたしより、心正しい方!
マルヴィーナ 一体、あんた、どうしたの。あんたのいうことが分からない。
アデライーデ わたしはヨーロッパ女性なの。醜い、偽りの情熱の虜よーーだからわたしの
いうことが分からないのだわ一一ご自分に何ができたか、気づきもしないのだもの一一
ああ、許してね! 仲良くしましょう! わたしを憐れんでくださいな。 (316)
これにつづいて、アデライーデは、身を引くと告げれば、悲痛に押し潰されて、衝動的に毒果
実を食べようとする。間一髪、ラベルーズは妻の自害を防ぐと、つぎのようにいう。「忍耐も限界、
勇気も失われ、希望も去ったとき J、「神への信頼」こそ、最後の頼るべき「杖」である、と (320) 。
ちょうどこのとき、捜索隊船長クレルヴイル一一アデライーデの兄ーーが登場し、フランス草
命の勃発と進展を伝える。「もはや祖国はないのだ。無政府主義が祖国を席巻し、金持ちは乞食
となった」、「草命」は「いかに後世が自由を獲得するためとはいいながら、もっぱら死と反目の
種を撒き散らすJ と (321[.) 。だから、イギリス亡命中の家族や職人らを呼び寄せ、この孤島を「植
民地J にしよう、という。しかも、意味深長に付け加えられるのが、つぎの台調である。「天国
はどんな善人とでも分かちあうくせして、心は他人と分かちあいたくない、とは妙な話だ。」こ
れを受けて、アデラーデはマルヴィーナに告げる。「わたしたち姉妹は一緒の小屋に、兄上は別
の小屋に住むのよ。わたしたちは子供を育て、あの人はあなたとわたしを手伝うの一一日中は楽
しき家族、夜は離れ離れで、母親たちは子供のところで、父親は自分の小屋で寝るのだわ。」ラ
ベルーズは「わが妹たちよ! J といい、ふたりの妻をかき抱き、皆で「兄妹三人の紳」を結ぶ「無
垢の楽園j を謡って、幕が下りる (323王)。
これまでみてきたように、『ラベルーズ』は、冒頭からいかにも芝居じみているばかりか、は
なはだ虫がよい。あくまでも筋はなめらかに進み、葛藤やつまずきがあっても、たちまち解決さ
れる。南太平洋の島民と不断の接触がありながら、けっきょく、ヨーロッパと非ヨーロッパの本
質的なせめぎあいは起こらないのである。
第二節太平洋孤島とヨーロッパ
前節でみたように、「文明人jは「高貴な野蛮人」と、感傷的場面をつぎつぎと連ねてゆく。その問、
後者から「娘ふたりに婿ひとり」という扇情的な案が出される。マルヴィーナの「自然こそが法」
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という言葉には、旧来の教会婚に基づく伝統的宗教観を破壊する起爆力が秘められている。
『ブーガンヴイ jレ航海記補遺.1 (前述)のなかで、タヒチの老人は言う。「この土地[タヒチ]
では何によらず万人の共有であるのに、お前[ブーガンヴイル]は「俺のものJ Iお前のもの」
という訳のわからない区別をわしらに説いた」と。そして、男性の共有であった女性の心に、恋
と嫉妬という熱狂的感情を呼び覚ました、とヨーロッパ人を難詰する 24 実際、マルヴイーナ自
身も、夫とフランスの妻が同会しでも、「焼餅なんか焼かずにJ 平気である、という。クレルヴイ
ルが、「心は他人と分かちあいたくない、とは妙な話だ」というとき、この「心」にも、肉体が
含意されているはずである。
そこで、「自然こそが法」の台詞に、コッツェブー自身の自由思想家としての構えを読みとろ
うする向きもあるかもしれない。しかしながら、コッツェブーは、この「破壊的台調」をめぐって、
ラベルーズに深く思案させるわけで、はない。それどころか、ラベルーズは、「娘ふたりに婿ひとり J
の案にノン・シャランに同ずるかと思えば、最後は、キリスト教的美徳、に培われる「無垢の楽園」
の「植民地」像にも雷同する。これでは、無節操といわざるをえまい。だからこそ、「無垢の楽
園」という市民的美徳の看板が掲げられようと、その裏から一一「心は他人と分かちあいたくな
い、とは妙な話だJ という際どい台詞にも補われてーーなまめかしい匂いも立ちこめてくる 25
さらにいえば、さりげなく「植民地」を建設するというが、これはヨーロッパ人の勝手な言い
草である。『ブーガンヴィル航海記補遺』をはじめとする、フイロゾーフによる楠民地主義的暴
力を糾弾する声に耳を貸さない者の台詞であり、まさしくフランス革命を一面的にみて、「死と
反日の種を撒き散らす」として拒絶し、あくまでも現状を肯定しようとする保守的な立場にふさ
わしい。
以上のようなわけであるから、コッツェブーは、少々手垢のついた、妖しげな「娘ふたりに婿
ひとり」という標語を、これみよがしにチラっかせ、ヨーロッパの市民的道徳の一夫一婦制を揺
さぶって、観客の反道徳的な性的幻想をくすぐってみせる。しかも、非ヨーロッパと触れて、旧
秩序を破壊し新道徳を打ち立てるかのような派手なポーズはとるものの、ひっきょう、これは、
気持ちをそそる空疎な常套語を並べる以上のものではない。つまり、太平洋の孤島を舞台に、「高
貴な野蛮人」と「文明人J の遭遇によって、ヨーロッパの習俗や宗教や社会に根本的な疑問がつ
きつけられ、自己省察に向かうわけではない。否、それどころか、ヨーロッパの植民地主義を後
押しするのである。したがって、大洋の島民もまた、けっきょく観客の人気を当て込む舞台装置
にすぎない。こうして、『ラベルーズ』は、ヨーロッパの現状追認でおわるのである。だからこそ、
ドイツ人の拍手喝采を呼ぶともいえよう。次章では、文字通りの植民地ジャマイカが舞台となる。
第三章 『黒人奴隷J にみるジャマイカの黒人像
第一節 「黒人奴隷ものj の系譜
アフラ・ベーン (1640-89)の小説『オルーノコ.1 Oroonoko (1688) は、恋人を奪われ編され、
イギリス統治時代のスリナムへ奴隷として送られるアフリカの王子を描く。これが、「黒人奴隷
もの」文学の原型となる 26。それから百年後の 1780 年代、イギリスで、は奴隷制度廃止運動が広がっ
た。周知の通り、ウィリアム・ウイルパーフォース (1759・ 1833) の尽力の結果、奴隷貿易漸次
的廃止決議案の下院通過 (1792 年)や奴隷貿易廃止法案成立(1807 年)を経て、 1833 年、奴隷
制度廃止に至るのである。
さて、ドイツでは、翻案ものを別とすれば、ラートレフ(1742-91)の悲劇『ハンブルクの黒人女性』
ハリー
十八世紀ドイツの通俗劇に描かれる異邦人像
Die Mohrinn zu Hamburg (1775) を以って、「黒人奴隷ものJ の晴矢とする。これは、黒人女性解
放奴隷と裕福なドイツ人の悲恋を主題とする。当代ウィーンの黒人アンジ、エロ・ソリマン(?・1796)
は、例外的に宮廷人として出世し家庭も築いたが、没後は剥製にされ博物館陳列物となる運命を
辿った 27。こうして、当時の黒人が珍獣以上の存在ではなかったことを考えれば、この悲劇の新
しさも分かる 280
シュタインスペルク (1757-?) の喜劇『黒人奴隷.1 Die Negersklaven (1779) は、オランダ領ス
リナムを舞台に、白人娘の親友の黒人女性解放奴隷が活躍する「お涙頂戴喜劇」である。情け深
い大農園主が人間的な大農園経営を宣言して大団円を迎えるが、奴隷制度自体に疑問を呈するこ
とはない 290
1791 年のフランス領サン・ドマング(現ハイチ共和国)の奴隷反乱直後に書かれた革命劇が、
デーナ一作悲劇『反乱の凄惨なる結末、あるいは黒人.1 Des Aufruhrs schreckliche Folge, oder die 
Neger (1792)。主人公は、大農園主と奴隷反乱軍の間で翻弄される英雄的黒人奴隷である。かれ
は、イギリスの奴隷制度廃止運動に希望を託すものの、他の黒人らは残忍なヨーロッパ人と何ひ
とつ変わらない。陰謀に巻き込まれて、この「黒いアレクサンダー[王]J 30 は非業の死を遂げ、
恋人一一無慈悲な大農園主の娘一ーも白書して果てる。
以上の「黒人奴隷ものJ を踏まえて誕生したのが、コッツェブーの三幕ものの野心作『黒人奴
隷』なのである。或る劇評は、不自然な記述を指摘する一方、黒人奴隷制度をコッツェブーの暮
らすリヴォニアの農奴制と関連づける点が興味深い。
著者は、日々、人間性を蔑むリヴォニアの農奴制の諸場面をみている。そこで、[西]
インド諸島の黒人奴隷制度を戯曲化することを通して、同郷人にも、両者の類似性に注
意を払ってもらおうとしたのであろう。 31
それでは、コッツェブーは黒人奴隷制度に対していかなる立場をとったのであろうか。この点
も念頭に置きながら、以下、黒人奴隷の描写をみてみよう。
第二節黒人奴隷の描かれ方
ティーク (1773-1853) の『長靴をはいた牡猫.1 Dergestiφlte Kater (1797) の第一幕幕切れでは、
ふたりの馬上の軽騎兵が登場し、つづく「幕開劇j では、観客が隣同士でいいかわす。「近頃の
芝居では大勢の人間をみせますが、それよりも馬一頭の方が楽しいですなJ Iコッツェプーじゃ、
黒人どもがご登場一一しょせん馬も黒人の一種ですものねJ 32 と。黒人も馬同様のアトラクシヨ
ンであるというのである。ここで郁撤される劇こそ、『黒人奴隷』にほかならない。イギリス植
民地ジャマイカを舞台に、酷薄な大農園主とその博愛的な弟、黒人女性奴隷、その夫と男らのか
らむ、波澗に富む筋がくり広げられる。そして、大団円では、大農園主の弟が黒人奴隷らと親密
な人間的関係を結ぶに至る。
副題として、「歴史的・劇的絵画J Ein historisch-dramatisches Gemählde と銘打つように、前口
上では、植民地主義を糾弾するレーナル(1713・96) の『両インド史j Histoire philosophique et 
politique, des 騁ablissemens & du comme陀e des Europ馥ns dans les de師 lndes (1770) や奴隷貿易批
判を掲げるシユプレンゲル (1746・ 1803) の『黒人奴隷貿易起源』陥m Ursprung des Negerhandels 
(1778) 33 等に基き、「作り物ではないJ と記す。そして言葉を継ぎ、「みずから書きながら務i~
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と涙を流したのを恥じとはしない。観客の涙が、わが涙と混じるのならば、書いた甲斐もあると
いうものだ」と (183f.) 340 なるほど以下にみる通り、黒人奴隷の具体的状況を、心理にもよく
踏み込み、軽妙な筆遣いで浮き彫りにしてみせる。老解放奴隷トゥルノはいう。
黒人には権利なぞ、ありゃしない。ヨーロッパ人なら誰だ、って、よそ者だって、黒人を
鞭打つでも、罰せられはしないのさ。黒人が手を上げようものなら、死が待つばかりだ。
(218) 
実際、逃亡奴隷の耳が掻き切られたり、夏の盛りに、大農園主が、馬代わりに六人の子供の奴
隷に荷車をヲ|かせたり、逆に、奴隷が復讐のために屋根から主人の幼子三人をつぎつぎ突き落と
し、みずからも飛び降りたりする場面を、奴隷たちの台詞を通して、生々しく再現する。あるいは、
出産直後の赤子を抱く女奴隷が首から胸まで鞭打たれ、乳飲み子は、乳のかわりに血を吸う。女
奴隷は、わが子を憐れんだ末、釘で、刺し殺さざるをえない。「神様は、黒人が苦しむために、お
創りになられたのだわJ、「猟犬ですら、出産の折、歩けなくなれば、家に置いておくというのに、
黒人は、陣痛で砂にしゃがみこむまで、働かせられる。J (225f.)そう、かの女はいう。リヴォニ
アの農奴の状況も、験の裏に二重写しに浮かぼう。 rイギリスのインド人』におけるジャマイカ
大農園の牧歌的情景とは対眠的である。
また、奴隷はいう。人身売買の戦争や泥棒や限りない欲望を教えたのは、ヨーロッパ人であ
る、と。あるいは、「せいぜい二百人乗りの船」に、「四百五十二人もの[鎖で繋がれた]奴隷と
三十六人のヨーロッパ人が詰め込まれてj、死ぬこともままならず、カリブ海まで運ばれてきた、
と (238) 。コッツェブーは、数値まで挙げながら、奴隷狩から奴隷船や奴隷小屋や大農園労働に
至るまで、こと細かに叙述する。第一節で触れたドイツの「黒人奴隷もの」とは、その点で一線
を画す。
主人公の黒人女性奴隷アダは、大農園主ジョンの父親から読み書きを習ったのみならず、貞淑
な市民的美徳を体現する女性でもあり、「美徳こそ、唯一のお守り J (264) という。あるいは、「王
の威厳ではなく、ただ愛のみが、女の貞潔を捧げるのにふさわしい」、「汚れぬわたしこそ、夫に
は神聖な価値がある J (192) と。第一章でみたインド人カーベルダル同様、十八世紀のドイツ教
養市民となにひとつ変わらないのである 35
だからといって、アダは、けっして一面的に描かれはしない。奴隷狩の犠牲となって以来、別
れ別れの夫ツァメオと再会すると、嫉妬に狂うジョンにより引き離されて、監禁される。すると、
くりかえし扉を融き壊そうとしたり、窓から飛び降りようとしたりしたあげく、つぎのように叫
ぶ。「自分の体を切り刻みたい。爪で顔を掻きむしりたい。無花果の木にかぎ爪でぶらさがる煽
幅のように醜くなりたい。一一それでも、ツァメオは私を愛するかしら?J (261) あるいは、首
から、「蛇の頭を繋ぎあわせたお守りのネックレス」を引き千切り、投げ捨て、「貞淑のみが、お
守りよ」という (264) 。実際、「熱狂的女性J (265 , vgl. 279) と呼ばれるように、 70 年代の「疾
風怒譲」丈学に登場する、原初的情熱を体現する女傑 36 さながらである。
かの女の「自然の魅力 J (268) の虜となるのが、極悪非道な大農園主ジョンである。かれは、
奴隷たちを「牡牛J (194, vgl. 201)同様とみなすわ、不当な暴力をふるうわ、女を手龍めにするわ、
およそ市民的美徳に欠ける「専制君主J (198 , 263王 283) といえる。およそ人の内面というもの
を理解することができない。「心! 心だと! 虚しいガラクタさ! 心も肉のー塊、それ以上
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じゃないJ (1 94) 、そう、いい捨てる。だから、アダを情婦にしたい一心でも、アダの心なぞ、「ツア
メオにくれてやる J (268) というのである。
アダの友人、コンゴ生まれのリーリエは、冒頭から、太鼓を敵いて踊りながら登場する。「明
るい娘さんJ (212) と呼ばれるように、いかなるときも軽妙酒脱なユーモアを欠かさない陽気で、
聡明な娘である。かの女はいう。
白人は、しばらく、あたしたちを苦しめるでしょう。でも、耐えられなくなったら、友
人[死]がいるわ。(中略)人生は玩具よ。あたしたち、もう子供じゃなくてよ、もう
玩具合なんか投げ捨ててもいいわ。 (212)
アダの夫ツァメオは、「高貴な野蛮人」の系譜を継ぐ。コブラに襲われた酷薄な白人奴隷頭を
救うばかりか、謝金まで断るような男である 37 そもそもかれは、父親アヨス一一黒人同士の戦
争に負け、奴隷商人に売り飛ばされたーーの身代わりとなって、ジャマイカまで運ばれてきた。
その後、アヨスも息子の身を救おうと、奴隷となる。親子は再会を果たせば、相手を自由の身に
しようと、愛を押しつけあう。コッツェブーの面目躍如たるものがある。
他方、思いやりのあるヨーロッパ人もいないわけではない。奴隷たちの憧慢の対象は、郷里ア
フリカというよりも、むしろ人情味のある先代大農園主「われら皆の父J (229) なのである。こ
の点から、大農園主が慈悲深いかぎり、奴隷制度も是認されるような姿勢も読みとれそうである。
これに関しては後述する。大農園主ジョンの弟、イギリスから舞い戻ったウィリアムは、父親譲
りで情け深く、同じウィリアムの名をもっウイルパーフォース(前述)の信奉者である。だが、
その奴隷制度批判に対して、いわば「兄弟争い」一一これも「疾風怒寝」文学の好んだモチーフ
一一一の敵役ジョンはいい返す。「お前にな、金が捻るほどあるのも、親父が黒人奴隷を働かせた
せいだぜ。お蔭で、気楽に暮らせるじゃないか。」かく遣り込められれば、理想家肌のウィリア
ムは、ぐうの音も出ない (209) 。ともあれ、 トゥルノ(前述)やリーリエによって、少しずつ黒
人奴隷の実態について啓蒙されてゆく。もっとも、「わたしを愛する人々[奴隷たち]にとり巻
かれるのは、嬉しいものだJ (250) という安っぽい言葉をみるかぎり、かれの奴隷制度批判もど
れだけ内実があるのか、と疑問も湧くのだが。ともあれ、ウィリアムは、ジョンからツァメオを
買い、アヨスとともに解放する。ツァメオは、かれにいう。「両腕が縛られているならば、逃げ
出すこともあろうさ。 だが、あんたが縛ったのは、おれの心なのだ けっして、あんたから離
れやしないとも! J (249) 
ところで、ツァメオの登場によって、修羅を燃やすジョンは、自分の情婦とならなければ、か
れを殺す、とアダを脅すに至る。それに対して、かの女は、わが貞潔を守るため、刺し殺してくれ、
とツァメオに頼む。大団円(第 3 幕第 9 場)には、二種類の版があり、悲劇版は、実際、ツァメ
オがアダを殺し、自害しておわる。他方、喜劇版 こちらがむろんコッツェブーの本領である
ーーでは、ウィリアムが財産の半分を投げ出し、ジョンからアダを買って解放し、解放黒人らは、
ウィリアムのもとで働きつづける、といって幕が下がるのである。『黒人奴隷』初演は 1794 年で
あるから、イギリスにおける奴隷貿易廃止法成立まで、十年ほど待たねばならない。
第三節奴隷制度とヨーロッパ
リーリエは、その日その日をおおらかに明るく生きる「自足した民族J (213) 、西アフリカの人々
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の暮らしを物語る。
コンゴやロアンゴでは、あたしたち、いつだ、って心楽しんでいるわ。今日を生きて、今
日を楽しむ。明日もあるさ、などと、いわないわ。(中略)過去も思わないの。過ぎ行
く年月を数えもしないの。足元に打ち寄せる偉大なヴォルタ川の水滴の数を数えないの
と同じよ。 (212)
なるほどコッツェブーによるヨーロッパ批判が読みとれそうである。だが、これは、通俗的ア
フリカ人像一一一アフリカ人とは、その日暮らしで、思考することのない怠け者一ーともつながる
であろう 38
ついで、劇中の奴隷制度に関する論議に目を転じてみよう。そもそもアダは奴隷狩の犠牲とな
り、リーリエは貧しい母により奴隷に売られ、アヨスは戦争捕虜として売られた。ジョンからみ
れば、かれら黒人は、おしなべて「カインの末商」であり、「犬以上の存在ではなく」、「奴隷と
なるために生まれた人種」であり、「邪悪で愚かで、ある」。それに対して、ウィリアムは、ルソー
ばりの調子で反駁する。「生まれながらの奴隷なぞ、存在しない」と。「ああ、君たちは、あらゆ
る手を使って、この不幸な人々を庇めたうえで、かれらが愚かで邪悪である、と不平をこぼす」と。
だがジョンはいい返す。しょせんかれらは、戦争捕虜なのだから、奴隷制度により命拾いをした
のだ、と。「奴らは、おれたちがいなきゃァ、キリスト教も知らんのだぜ、自由を魂の平安と交
換するというわけさ」と (206・209) 。すなわち、いわゆる「文明化の使命」の大義名分を説く。「啓
蒙された」キリスト教的ヨーロッパには、後進的アフリカ黒人、前述の「怠け者」のアフリカ人
を支配する正当性があるというのである。「女郎屋の言い草」といわざるをえない。
以上、みてきたように、『黒人奴隷』は、奴隷制度という当代ヨーロッパ焦眉の問題を、「熱狂
的女性J や「兄弟争ぃ」などの人口に謄来した「疾風怒議」のモチーフまで駆使し、劇的情景と
して生き生きと描き出す。そのうえで、無私の愛や自己犠牲という市民的美徳を讃えることも忘
れない。したがって、カリブ海の島の奴隷を中心に、異国情緒をそそる意匠を凝らすものの、「お
涙頂戴喜劇」の枠組みの下、「黒人」に扮する「ドイツ教養市民」を描くといっても、それほど
見当違いの評言にはなるまい。
ところで、博愛的な白人ウィリアムと従順な黒人奴隷アダやツァメオらとの人間的な交流は、
苛酷な奴隷制度の現実のもとでは、異色であろう。しかし、問題なのは、大農園主が善良であり、
解放奴隷もその下で働きたがるというように、家父長的大農園が牧歌的に描かれるときに、植民
地主義がおのずから是とされる点ではあるまいか。このとき、牧歌の背後から、「善良な宗主国
のヨーロッパ」と「忠実な植民地の非ヨーロッパ」という構図が二重写しに浮き上がってくるか
らである。つまり、かような「人間的大団円」におわる限り、ザントップが指摘する通り、奴隷
制度や植民地制度自体に疑問が投げかけるどころか、植民地主義という政治的次元の問題は道徳
的次元にすりかえられ、家父長神話が称えられることとなる。こうして、植民地の苧む政治的問
題点が巧みに隠蔽されるわけで、ある 390 いかに黒人奴隷の悲惨な暮らしぶりが活写され、非人間
的奴隷制度が弾劾されるにせよ、現代からみれば、ヨーロッパによる奴隷支配の現実に対して、
自己批判的精神が不徹底で、ある、といわざるをえまい。
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おわりに
本稿では、コッツェブーの異国趣味満載の三作品、すなわち植民地インドを背景に据えた『イ
ギリスのインド人』、南太平洋無人島の「植民地」が舞台の『ラベルーズ』、および植民地ジャマ
イカを舞台とする『黒人奴隷J をとりあげ、異邦人像の描写に考察を加えた。そのいずれもが、
当代ドイツで一世を風擁した「お涙頂戴喜劇」の枠組みを借りて、機知に富む台詞を操り、分か
りやすく人間味ある「啓蒙」の看板を掲げる。しかも、市民的美徳を称揚したり、あるいは、性
的くすぐりもちりばめ、道徳臭さを一掃する面もみせたりしながら、政治的問題には堅く口をつ
ぐみ、口あたりのよい大団円でおわる。この極彩色を塗り上げた劇世界が、拍手喝采を博したと
いうのも、得心が行こう。
十八世紀後半のドイツは、近世から近代への転形期を迎えて、カント(1724-1804 )の批判哲
学が登場し、レッシングやレンツらが自己批評的な「啓蒙の啓蒙」の局面を文学的に表現した時
代である。しかし、コッツェブーにおいては、異邦人に対する真に聞かれた感性や思考と出会う
ことはない。非ヨーロッパとの衝突を契機に、ヨーロッパ文明を根源的に問い、自己を相対視し
てゆく批判的姿勢がうかがわれるわけではないのである。というのも、コッツェブーは、ひっきょ
う、植民地制度であれ国家体制であれ、ヨーロッパの現状追認に徹するからにほかならない。
逆に言えば、コッツェブーは、このように「大衆迎合的」であればこそ、ドイツ圏内はむろん
のこと、国境を越えて汎欧米的人気を誇ったにちがいない。また、かれの作品から、当代観客の
非ヨーロッパに対する一般的見方もおのずから推し量ることができる。
レンツの言葉を借りれば、このコッツェブーの劇は、まさしく一晩かぎりのほろ酔いへと誘う
「シャンパン一本」にすぎない。それに対して、観客の内面や価値観そのものを変えてゆく「プ
ロメテウスの火J 40 をともすには、おそらくレッシングやレンツらの筆を頼みとするしかあるま
い。そこでは、観客の非ヨーロッパ、ひいてはヨーロッパに対する見方を、根本から挑発するは
ずである。もっとも、かような文学は、「拍手喝采」を浴びることはなかろうが。
注
コッツェブーは、ヨーロッパのみならず、アメリカでも上演されたドイツ最初の「世界的劇作家」といえ
る。全部で 250 本ほどの劇作品を書き、 1795 年から 1825 年に亙る全ドイツの劇場において、レパートリーの四
分のーを占めた。たとえば、ゲーテが劇場監督を務めた(1791 年- 1817 年)ヴァイマル宮廷劇場の上演回数
は、シラーが 331 回、ゲーテが 259 回、レッシングが 64 回であるのに対して、コッツェブーは 638 回にもおよ
ぶ。 Vgl. Heinz Kindermann: Theatergeschichte Europas. 4. Bd.: Von der Aujkl舐ung zur Romantik. Salzburg: Dtto Müller, 
2007, S.206 
2 コッツェブーは、自らを評していう。「私が傑作を書かず、二流劇作家であるなどということは、そんじよ
そこらの批評家よりも、自分の方がよく分かっている。だが私の作品は、もっぱら舞台効果を考えたものであ
り、この目的は叶えられているのだ。この観点から、作品を判断してもらいたいが、批評家にはその気はない。
それならば、これまで通り、神の御名のもとで侮辱しつづけるがいいとも。望むらくは、これまで何年も私を
正当に評価して[拍手喝采して]くれた観客が、今後とも、この蚊の刺し痕の香油となってくれ給え。 J August 
von Kotzebue: DrGlηatische Werke. 74. Bd.: Der Grafvon Burgund. Wien: Mausbergers Druck und Verlag, 1829, S. 5王な
お、いちはやくコッツェブーの通俗的特徴を具体的に解き明かしたのが、マウラーである。 Vgl. Doris Ma町er:
August von Kotzebue. Ursachen seines Eヴôlges. Konstante Elemente unterhaltender Dramatik. Bonn: Bouvier, 1979. Vgl 目
auch Frithjof Stock: Kotzebue im literarischen Leben der Goethezeit. Polemik, Kritik, Publikum. D?seldorf: Bertelsmann 
Univ.-Verl., 1971. 
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3 イギリスのインド人』は、 1789 年春のレーヴァル(エストニアの現タリン)の初演以降、 1790 年末までに、
ベルリン、ハンブルク、プレスラウ、マンハイム、ハノーファ一、ドレスデン、ウィーン、フランクフルト、ヴァ
イマル、ケーニヒスペルクで上演された。 Vgl. August von Kotzebue: Schauspiele. Mit einer E肉声hrung von Benno 
von wi四e. Hrsg. und kommentiert v. J?g Mathω. Fra止血rta.M.:A由enäum， 1972, S. 550f. 或る劇評は、当喜劇は「傑
作j の『人間嫌いと後悔』には及ばないにせよ、「万雷の拍手を惹き起こした」と伝えて記す。 f[インド娘]グ
ルリは自然児であり、偏見に囚われず、活気と無邪気さにあふれでいる。これまでドイツの劇場に登場した、もっ
とも異彩を放つ、純真な性格であるJ と o Annalen d，四 Theaters. 出sg. v. C. A. Ber佐am. 6. Heft. Ber1in, 1790, S. 63f. 
他方、クニッゲ (1752-96) の長編小説『ブラウンシユヴァイクへの旅.1 (1792) では、作中の人物が、コッツェプー
を「つまらぬ流行作家」と断じたうえで、グルリについては、つぎのように酷評する。「この人物はまるで妄想
の産物にすぎない。年頃の男好きの娘が、人間の生理を隠すこともない未開人の下で育ったというのに、男が
何であるか女が何であるか、結婚には男女一対が必要なことも分からないなどと、誰が想像できるだろうか。」
Ado1fFreiherr von Knigge: Die Reise nach Braunschweig. Ein lwmischer Roman. Hannover: [s.n.], 1803, S. 155 und 159. 
4 Kotzebue, Schauspiele (Anm. 3), S. 156. 以下、本稿第一章および第二章において、同書から引用する場合は、
本文中に頁数のみを記す。
5 感傷的な市民的美徳により、人間関係の縫れが解かれて、観客が感動し泣きぬれる喜劇。ドイツにおける創
始者は、ゲラート (1715-69)。拙著『劇作家 J. M. R.レンツの研究J (未来社、 2002 年)、 17-18 頁、 55-57 頁お
よぴ 96-97 頁参照。
6 旅行家ベルニエ (1620・88) が記すヒンズー教の考え方は、カーベルダルのそれに通底する。 f(前略)このこ
と[水浴び]は彼らの戒律が純粋に人間の思いつきだということの印だと私が言いますと、彼ら[ヒンズー教徒]
は私に次のようなかなり面白い答えをしました。すなわち、彼らは自分達の戒律が普遍的なものだと言い張っ
ているのではない、神は彼らのためにのみこの戒律を作ったのだ、だからこそ外国人を彼らの宗教に受け入れ
ることはできないのだ、それに我々[ヨーロッパ人]の宗教が間違っていると主張しているのでは決してない、
それは我々にとっては良いものであり得る、神は天に行くのに幾つもの違った道を作っておくことができた、
けれども彼らは我今の宗教が全世界にあまねく行き渡るものであって、彼らの宗教はお伽噺、ただの担造でし
かあり得ないとは思いたくない、というものでした。J (フランソワ・ベルニエ(関美奈子他訳) rムガル帝国誌』
(17 ・ 18 世紀大旅行叢書第 5 巻)、岩波書店、 1993 年、 278 頁。)
7 カーベルダルは、ムスリムのハイダル・アリーが王位纂奪(1761 年)したヒンズー教徒国王という設定とい
うことになる。
ピンロウジ
8 ベテレとは、マレーシア原産コショウ科蔓性多年草のキンマの葉で横榔子(横榔樹の実)をくるんだ晴好品。
これについて、リンスホーテンは記す。「女たち[インドのポルトガル人らキリスト教徒女性]はまた、ベテレ(茄
醤)という葉を石灰とアレッカ(横榔子)と一緒に噛む。(中略)噛んでいるうちに酒でも飲んだようにひどく
酔ってきて、くらくら目まいがするほど強烈である。この三種の品を、彼女らは、あたかも牡牛か牝牛が反努
でもするように、一日じゅう噛み続けるのである。その汁を飲み込み、残り津を吐き出すのだが、口が赤黒く
染まって、馴れない者には一見して吐き気をもよおすほどである。水浴とか香とか、またサンダロを塗ること
など、すべてインデイエ人異教徒から受け継いだもので、異教徒らは、古くからそれを習慣として今日にいたっ
ているのである。それは、歯をじようぶにして胃のはたらきをよくし、息や口の悪臭を消すという。要するに、
彼女たちはそれを噛むことにすっかり馴染んで、、家にいるときはもちろん、どこへ行くにも、その葉を肌身離
さず持っている。女奴隷たちも、いつもそれを噛みながら通りを歩いている。どこへ行くにも、まったしそ
れがなくては生きられないとでも思っているのであろうか。(中略)そして、精力を強め、燃えさかる欲望をいっ
そうかきたてるために、たいていは、このベテレ、アレッカと石灰を噛む。J (ヤン・ハイヘン・ファン・リン
スホーテン(岩生成一他訳) r東方案内記.1 (大航海時代叢書第VlII 巻)、岩波書店、 1968 年、 314 頁以下。)
9 ベルニエは、雌牛について記す。 f(前略)特に雌牛には大変な敬意を抱いています。(中略)彼らの食料の大
部分である牛乳やバターを得るのは雌牛からですし、農耕の基本でもあり、従って生活の基本でもあるからで
す。J (ベルニエ、前掲書、 276 頁。)
10 1) ンスホーテンやベルニエは、入浴について記す。「かれらのからだはとても清潔だ。というのは、日ごとに
からだじゅうを洗い清め、大小便をすればそのつど洗うからである。J (リンスホーテン、前掲書、 330 頁。) f こ
れらのベッド(ヴェーダ)の教義によれば、彼らは毎日少なくとも三回、朝昼晩、東を向いて祈りを捧げなく
てはなりません。その上三回、少なくとも食事の前に、身体全体を洗わねばなりません。J (ベルニエ、前掲書、
16 
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277 頁。)
1 ヤコプ・ハーフナー(栗原福也訳) rインド東岸の冒険と旅行j (17' 18 世紀大旅行叢書(第 II 期)第 3 巻)、
岩波書店、 2002 年、 443 頁。
12 しょせんリデイの葛藤は、コッツェブ一流の「みせかけの不調和」にすぎない、とマウラーは評する。これは、
「お涙頂戴喜劇UJ の定石であろう。 Vgl. Maurer, August von Kotzebue (Anm. 2), S. 139f. 
13 フランス革命憲法は、婚姻や離婚の自由ばかりか、夫婦問の平等もまた、法的に保証した。なお、カントが、
婚姻における主体的な人格同士の契約関係を明示したのは、 1797 年のことである。ここには、家父長制的家か
ら小家族への社会的変動がみてとれる。詳細は、前掲拙著、 160-165 頁参照。
14 "hüpfen “(170, 196), "abhüpfen “(1 43), "herumhüpfen “(1 70, 192), "hüpfend “(202). "herumhüpfend “(1 70), 
15 コッツェブーの喜劇『奇人の兄貴モーリッツ、あるいは植民地パラオ諸島j Bruder Moritz, Der Sonderling oder 
Die C%nie f? die Pelew-Inseln (1790 初演、 1791 刊)の主人公も同様。
16 Maurer, August von Kotzebue (Anm. 2), S. 140. 
17 ホガース(1697-1764) による調刺同連作「当世風の結婚J (1745) が主題とする政略結婚の側面も読み取れ
ょう。マウラーによれば、当喜劇は、世の中は金によって動くという市民的考え方を描く。 Vgl. ebd. S. 137. ザ
ントップは、ロハートやリデイの結婚は、単に金銭的動機に基づくのみならず、ひいてはイギリス植民地主義
にも利すると指摘する。 Vgl. Susanne Zantop: Kolonial}ヲhantasien im vorkolonialen Deutschland (I 770-1 87ω。 Berlin:
Erich Schmidt, 1999, S. 158五
18 I不道徳な」結末のため、不人気であり、ベルリン上演は四回のみ、ウィーンでは上演禁止。 1817 年、コッツェブー
は、マルヴィーナを自殺に追いやる一幕ものに改作したが、人気は回復しなかった。 Vgl. Kotzebue, Schauspiele 
(Anm. 3) , S. 566. イギリスでは、フォーセットによる翻案劇 (1801) が時好に投じた。ここでは、結末に変更
が加えられて、島の先住民が殺害され、王人公がフランス人家族とヨーロッパに帰還する。 Vgl. John Fawcett: 
Pen刀lse; or, the deso/ate island. London: J. Barker, 1801 
19 ラベルーズは、キャプテン・クックやプーガンヴイル (1729-1811) と並ぶ大航海者。 1785 年から例年、太
平洋からマカオを経て、日本海を縦断、宗谷海峡(ラベルーズ海峡)からカムチャッカ半島へ抜けた。最後は、
オーストラリア近辺の島で康礁し、島民に虐殺されたらしい。ラベルーズ(佐藤淳二訳H太平洋周航記J 全二巻、
岩波書店、 2006 年参照。なお、訳者解説は、いかにラベルーズが「啓蒙」の実践者であったか、簡潔に論じている 0
20 デフォー (1660-1731 )の小説『ロビンソン・クルーソ-j TheL砕 and Adventur・四 ofRobinson Crusoe (1719) は、
ドイツにおいてもカンベ (1746-1818) の『ロビンソン二世j Robinson der J?gere. Ein Lesebuchβr Kinder (1779-80) 
を皮切りに、数多くの変形謹「ロビンソンもの」を産んだ。
21 デイドロ(浜田泰佑訳) rブーガンヴイル航海記補遺j (岩波文庫、 1991 年)、 33 頁。
22 たとえば、コッツエブーの喜劇『脳の器官j Die Organe des Gehirns (1806) は、男装の麗人を登場させ、性的
倒錯と思われる場面を繰り広げる。性的くすぐりは、かれの得意とするところである。
23 Vgl. Johann Wolfgang von Goethe: W<ヲrke. Hamburger Ausgabe in 14 B舅den. Hrsg. von Erich Trunz. Bd. 4. M?chen: 
Beck, 1974, S. 556. I娘ふたりに婿ひとり」と逆のモチーフ「娘ひとりに婿ふたり J に関しては、前掲拙著、
54-55 頁参照。
24 前掲『ブーガンヴイル航海記補遺』、 33 頁。
25 そもそも市民道徳に則るようにみせかけて、実は、それだけいっそう道徳白体に揺さぶりをかけるのが、コッ
ツェブーの仕掛けである、とマウラーは看破する。つまり、コッツェブーは、まっこうから道徳に背こうとはせず、
道徳的仮面を被って、際どいテーマと戯れる。このとき、かれは、必然的に「お涙頂戴喜劇」から離反するこ
とになるはずである。 Vgl. Maurer, August von Kotzebue (Anm. 2), S. 64. 
26 ヤング (1683-1765) は、ベーンの悲劇『アブデラザ一、あるいは黒人の復讐 j Abdelazer or The Moor's 
Revenge (1676) を基に悲劇『復讐j The Revenge (172 1)を執筆。この翻案ものが、フーパー(J 726-60) の悲劇『ツア
ンガ、あるいは復讐.! Zanga oder die Rache (1760) である。 Vgl. Uta Sadji: Der Mohr auf der deutschen B?ne des 
18. Jahrhunderts. Anif/Salzburg: U. Müller-Speiser, 1992, S. 161ff. 
27 Vgl. Walter Sauer: Angelo Soliman. Mythos und Wirklichkeit. In 均n Soliman zu Omofuma. Afrikanische Diaspora in 
ﾖstereich 1 矢 bis 20. Jahrhundert. Innsbruck: Studienverl., 2008, S. 59-96.; Eckart Kleﾟmann: Der Mohr in der Literatur 
der Aufk1舐ung. In: Exotische ffセlten. Europ臺sche Phantasien. Hrsg. vom Institut f? Aus1andsbeziehungen und dem 
W?ttembergischer Kunstverein. Stuttgart: Gantz, 1987, S. 237王
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28 Vgl. Ernst Lorenz Michael Ratlef: Die 凡loh，初nzu Hamburg. Trag?ie. [s.LJ 1775. 
29 Vgl. Franz Guolfinger von Steinsberg: Die Negersklaven. Ein Lustspiel in einem Al{βuge. Prag/Leipzig: Johann Joseph 
Gröbl, 1779. 
30 D?ner: "Des Au仕叶官sschreckliche Folge, oder Die Neger. Ein Original-Trauerspiel in fiinf Aufz?en. . In: Theatralische 
Sammlung. Bd. 35. Wien: Joh. Jos. Jahn, 1792, S. 37. 
31 Al信'eme初eLiteratur-Zeitung. Nurnero 28 (Montags, den 25. Januar 1796). ところで、コッツエブーは、 1792 年の
デンマーク議会による奴隷貿易廃止決定を受け、『黒人奴隷』初版では、「この不幸な人身のまE桔」を断ち切っ
た、とデンマ-ク国民に献辞を捧げる。 Vgl. August v刊on Ko包耳b加ue配:
Gemä剖h吐Id必ei血nd合re句yAuti血zii泡gen “ In: Theater v，叩'on Kotze仇4柑e. 6. T，花"ei l. Prag: Somme釘rs印ch恥le Buchd批ru即I却cker陀ei， 1817, S. 223. 以下、本
稿第三章において、同書から引用する場合は、本文中に頁数のみを記す。 Vgl. Sadji, Der Mohr auf der deutschen 
B?ne (加m.26) S.262f. 
32 Ludwig Tieck: Phantasus. Bd. 2. Berlin: Realschulbuchhandlung, 1812, S. 177. Vgl. Sadji, Der Mohr ωif der deutschen 
B?ne (Anm. 26) , S. 257f. 
33 当書は、奴隷貿易一般を攻撃するものの、黒人奴隷売買は黙認する。 Vgl. Sadji, Der Mohr auf der deutschen 
B?ne (Anm. 26) , S. 25f. 
34 コッツェブーの前口上では言及されていないが、『黒人奴隷』は、とりわけ、以下の書籍冒頭の短編「ツイメ
ォ」に拠っている。 Johann Ernst Kolb: Erz臧lungen von den Sitten und Schiksalen der Negersklaven. Bern: Hallersche 
Buchhandlung, 1789, S. 6-37. Vgl. Zantop, Koloniaqフhant，即日I (Anm. 17) , S. 174. また、 1797 年、『黒人奴隷j の
英訳とポーランド語訳が刊行。ポーランドは、 1795 年の第三次分割直後である。 Vgl. Sadji, Der Mohr auf der 
deutschen B?ne (Anm. 26) , S. 264 
35 Vgl. Barbara Riesche: Sch?e Mohrinnen , edle Sklaven , schwarze R臘her. Schwarzendarstellung und 
Sklavereithematik im deutschen Unterhaltungstheater ρ 770-1814). Hannover: Wehrhahn, 2010, S. 140. 
36 その一例として、『新メノーツァ.1 (前述)のドンナ・デイアナが挙げられる。
37 奴隷頭は、主人ジョンには煽ぴる一方、奴隷には冷酷。ツァメオを「犬J (243) と呼ぴ、奴隷は嘘つきで、
感謝の心も知らず、白人を毒殺したがる、と誹誇する。ツァメオに救われるのは、その直後のことである (243fI.)。
38 Vgl. Zantop, Koloniaqヲhantasien (Anm. 17) , S. 179. 
39 Vgl. ebd. 173-180. 当論考は、当代中南米植民地を主題とするドイツの「黒人奴隷もの」の文学に根深く潜む、
ドイツ的家父長制神話の核心を鋭く射抜く。
40 Jakob Michael Reinhold Lenz: Werke und Bri奇声 in drei B舅den. Hrsg. von Sigrid Damm. Bd. I. Leipzig/M?chen/ 
Wien: Insel, 1987, S. 639. レンツの喜劇は、「お涙頂戴喜劇j を反転し挑発する、痛烈な反語となっている。前掲
拙著、 46 頁他参照。
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